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類祥構弓′1貧術後のC`麻算は三角鷹 上腕=頭 筋

の筋力低1'お tぴ日の
'【
痛を主症投 して発生する

合併症として知られている

今拒 我々は頚椎推弓形成術の術中 術後にステ

●イ ドの全身投与を行つたことによつて発生率を

10,%と 低下させることができたので報告する

対象 方法 評価項目

対象は
"02年

1月～200,年,月に当鴨で施行した

頚推製弓形成術
'症
例 うち 順祉掟性常螂定患若

72人 後II・靭{}i化 症出希
'人
 

“

性t'人 女性

24人 平均年齢は
`7,歳

術式は全倒に械突起雄割式顕性推弓形成術を施

行 機関孔拡大術を作用した症例は除いた 術中に

メチルブレド‐ソ●ン1,`●=の全身投与を行|、 術

後に属椰を生した感キにはデキサメサゾンの全身投

与を行つた

嬌後のCS麻痺発生頻度 市後肩価発生輌度とステ

●ィ ド全身投与によるC'麻燎違行予防効果 ステ●

ィド全々,与 による合併症について絆価した

菫ll症性す価症による四肢筋力低下に対しCe～

Cη 棘突匈 式到 t屁 弓物■術を猛 iし 術中に

メチルプレ ‐ヽノロン12,●
`の
全身投与を行つた

術後2日層には下肢筋力の回復 手の厚れの軽減が

見|●れた 術椰 B日 のMRIで も除圧を確認できた

しかし 籠後1`,日 に左層拳上困難 (国曲2ぴ 外

は20)と なり 左肩甲部痛およびても 6領 域の感鸞

障苦が出現 デカ ドロン4嗅た,,を,日間投与 した

が すくには掟決

“

書せず術後27日日になって左F

単上 (屈曲
`, 
外伝ず )力

`改
善しよじめ 術後,ヵ

月経つてから麻厚が改習した

症例2 62榊  男性

頚椎後縦靱薔 I14肛 〈園1)l●よる歩行障害に対し

てo～σの棘突起縦割式類推機弓形歯術を落行 (図ム

o)し  "中 ,メチルプレド‐フ●ン 2`●
`の
行 投

与を行った 術後 1口員に左肩の疼痛が出員したた

め デカド●ン彙 れりを1日間全身投与した後に

術後1,日日に肩痛が消矢し 麻痺には至らながつた

,“整災屹 "0',52112“ -1270 126,

結 晏

C`… 発生は1側のみで全体の 10'% 肩病の発

生は
'例
で全体の7,,%平 均発J:,判冊ま術後

`,日
員 (0～21日 冨)デ キサメサノンの生身投4に より

CS麻 痺に至つた症例はなく 7例 をも症状改善した

平均改善日数 よ
``日

(1～ 17,,で あつた

,症 側の うち術前より棘尿務を合件していた症

‖は17例であうたが h編 ●ント●―ル不良になつ

た1僣,は なかった 術後に消¨ 瘍 感染症など

′ラ●イドによる合ll定はながぅた

症     例

症例■
'8議
 りL C'麻 無発生例
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図1 症倒2 術前 依ヽ1


